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GoToWebinarの利用方法
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本日のウェビナーの流れ
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プレゼンテーション

参加型の質疑応答

Q& Aセッション

プレゼン資料

（Madrid Webinar pageよりダウンロード可）

アンケート

https://www.wipo.int/madrid/en/webinar/


本日の説明概要

１．マドリッド出願とは

２．マドリッド出願の条件

３．出願手数料

４．願書の提出方法

５．願書の作成方法とそのポイント
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複数国に一括して出願することができる商標の国際出願。
（名称：マドリッド協定議定書に基づく国際出願、通称：マドリッド出願／マドプロ出願）

【メリット】

 一括出願・一括管理

 願書は一通（単一様式、単一言語）

 事後的に保護地域を拡張可能

マドリッド出願とは？
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マドリッド出願の条件

※上記は、日本国特許庁にマドリッド出願をする場合の条件です。

日本国特許庁において、

既に商標出願または商標登録をしていること（基礎出願／基礎登録）

①商標（マーク）が同一

②指定商品／役務が同一またはその範囲内

③出願人が同一

出願人が日本国民または日本国内に住所（法人の場合は営業所）を

有していること。
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質問 1

２以上の国内商標出願・商標登録を基礎として、マドリッド
出願することができるでしょうか？

できる。

できない。
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答え

２以上の国内商標出願・商標登録を基礎として、マドリッド
出願することができるでしょうか？

できる。 ⇒ただし、商標が同一であることが条件。

できない。
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商標権を取得したい国・地域がマドリッド制度に加盟していること。

⇒ 加盟国一覧はWIPOまたは特許庁ホームページに掲載。

セントラルアタック（基礎との従属性）に注意。
⇒ 基礎とした国内出願・登録が一定期間内に減縮、拒絶、無効等になった場合、相当する範囲で
国際登録の一部または全部が取り消される。既に指定国で権利が保護されている場合、相当す
る範囲で指定国での権利が取り消される（一定条件下で、各国への直接出願時に出願日の救済適用あ
り）。

出願前に確認すべきポイント
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https://www.wipo.int/madrid/ja/members/index.html
https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/madopro_kamei.html


出願手数料（一件あたり）

※：他国の特許庁に出願する場合は、他国特許庁が定める手数料額となります。

日本国特許庁に支払う手数料※

９，０００円

国際事務局に支払う手数料

基本手数料：６５３CHF（商標に色彩がある場合は９０３CHF）

＋

指定国が定める手数料
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手数料額の例（一件あたり）

※：代理人を要する場合、代理人費用が別途かかります。

ケース①

商 標：色彩なし

区分数：１

指定国：中国、欧州、米国

約２５万円※

（１CHF＝110円で換算）

内訳

日本国特許庁 ９，０００円

国際事務局

＜内訳＞
－基本手数料
－指定国手数料

２，１８７CHF

６５３CHF
１，５３４CHF
（中国：２４９CHF
欧州：８９７CHF
米国：３８８CHF）
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手数料額の例（一件あたり）

ケース②

商 標：色彩なし

区分数：３

指定国：中国、欧州、米国

約３８.７万円※

（１CHF＝110円で換算）

内訳

日本国特許庁 ９，０００円

国際事務局

＜内訳＞
－基本手数料
－指定国手数料

３，４３２CHF

６５３CHF
２，７７９CHF
（中国： ４９９CHF
欧州：１，１１６CHF
米国：１，１６４CHF）

※：代理人を要する場合、代理人費用が別途かかります。
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手数料の支払方法

※：他国の特許庁に出願する場合は、支払い方法は異なります。

日本国特許庁に支払う手数料※

⇒出願時に、特許印紙または電子現金納付で納付。

国際事務局に支払う手数料※

⇒原則出願前に、WIPOの指定口座に振込。

（WIPO予納口座を開設している場合は、同口座からの引落しによる支払いも可能。）
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願書の提出方法

※上記は、本国官庁が日本国特許庁となる場合の提出方法です。

日本国特許庁に提出（必須）。

＜方法＞窓口または郵送にて提出（インターネット・FAXによる出願は受け付けていません。）

特許庁「実務者説明会説明用資料」p.7
https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/document/inde

x/setsumeishiryo_jitsumu.pdf

14

https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/document/index/setsumeishiryo_jitsumu.pdf
https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/document/index/setsumeishiryo_jitsumu.pdf


願書の記載方法とそのポイント
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願書

※他国の特許庁に出願する場合は、英・仏・スペイン語のうちその官庁が定める言語で記載する必要があります。

公式様式（MM2）を使用。

様式の入手先

WIPOホームページまたは日本国特許庁ホーム
ページからダウンロード可能。

（Word/Edit PDFで編集）

願書は英語※で記載（手書きは不可）。

16

https://www.wipo.int/madrid/en/forms/
https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/madopro0218.html


出願人／本国官庁の整理番号欄

⇒realtime searchで出願の経過状況を確認する際の検索キーとなる。

17

参照番号欄

本国官庁使用欄のため空欄で提出

任意の英数字を記載可能。

https://www3.wipo.int/madrid/monitor/en/
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第１欄－本国官庁

JAPAN

本国官庁となる締約国

⇒日本国特許庁に願書を提出する場合は“JAPAN”と記載。
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基礎出願・登録の氏名・住所と同一であることが必要。

住所は、郵便物が確実に届くように記載。

第２欄 (a),(b)－出願人の氏名・住所
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第２欄 (c)－通信のための宛先

(b)欄の住所以外への郵送物の送付を希望する場合に使用。

代理人の住所は、本欄ではなく第４欄に記載。
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第２欄 (d)－電話番号／e-mailアドレス

e-mailアドレスを記載した場合、国際事務局からの通知は全て電子的に
通知され、書面送付はされない。
(例外：国際登録証明書、更新証明書、存続期間満了前の非公式通知、更新がされなかった旨の通報)

e-mailアドレスは国際登録ごとに記録。



22

第２欄 (e)－通信用言語

仏語またはスペイン語による通知を希望する場合は、希望言語チェック。

チェックがない場合は、出願言語（英語）が適用される。

※各指定国からの暫定拒絶通報等の通信は、チェックの有無にかかわらず、各国が指定した言語
（英・仏・スペイン語のいずれか）で通知される。
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第２欄 (f)－その他の表示（特定の指定国により要求される場合）

Japan

特定の指定国（米国等）のために記載する欄。

記載は任意だが、特定国からの暫定拒絶通報を回避するため、記載が推奨さ
れる。

出願人が自然人である場合は、
(i)に国籍を有する国名を記載。



24

第２欄 (f)－その他の表示（特定の指定国により要求される場合）

Corporation

Japan 出願人が法人である場合は、(ii)欄の(a)法的性質
と(b)法人資格を得た国名の両方を記載。
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第３欄 (a) －出願の資格

(i)欄 ：出願人は、日本国民（法人・自然人）である

(iii) 欄：出願人は、日本国内に住所を有している（(i)に該当しない場合のみ）

(iv) 欄：出願人は、日本国内に現実にかつ真正な営業所を有している（(i)

に該当しない場合のみ）

該当するボックスに、一つチェック。

※上記は、日本国特許庁にマドリッド出願する場合の条件です。

※(ii)欄は、本国官庁がEUなどの「機関」である場合に用いるものであり、日本国特許庁に出願する場合は該当しません。
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第３欄 (b)－出願の資格

第３欄(a)において、(iii)または(iv)欄にチェックをした場合は、

日本国内における出願人の住所または営業所の住所を(b)欄に記載。

例）

(iii) 欄にチェックする場合・・・出願人が外国人（自然人）であって、第２欄(b)に外国の住所を
記載したが、現実に日本国内に居住している場合

(iv) 欄にチェックする場合・・・出願人が外国法人で、第２欄(b)に外国の本社の住所を記載した
が、日本国内に営業所を有している場合

※上記は、日本国特許庁にマドリッド出願する場合の条件です。



第３欄 (b)－出願の資格

1-4-2 Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-0013, Japan
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第４欄－代理人（選任する場合）

委任状の提出は不要。

代理人は１名のみ選任することができる。

代理人が選任された場合、国際事務局からの通知は代理人に送付される。

c/o Madpro Patent and Trademark Office, 7-1, Nagata-cho 5-chome, Chiyoda-ku, 

KOKUSAI Taro

Tokyo 100-8951 Japan

kokusai@wipo.int

+81 3 5532 5030



【重要】新型コロナウイルス感染症拡大に伴うWIPOとの
郵送の停止
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新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、現在WIPOは郵便による書面送付を停
止。

WIPOからの通知を適時に受領するため、願書にe-mailアドレスの記載が推奨。

Contact Madridの専用フォームから事後的に追加も可能。

https://www3.wipo.int/contact/en/madrid/

e-mailアドレス登録専用フォーム

https://www3.wipo.int/contact/en/madrid/
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第５欄－基礎出願／基礎登録

2020-012345 01/06/2020

基礎出願の場合は、出願番号と出願日を記載。

基礎登録の場合は、登録番号と登録日のみを記載。

基礎が複数ある場合は、欄を追加して記載するか、Continuation Sheet
（連続用紙）を使用して記載。

「日／月／年」の順に記載



質問 ２

パリ条約による優先権の主張をするための期限は、
最先の出願日からいつまででしょうか？

３月以内。

６月以内。

12月以内。
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答え

パリ条約による優先権の主張をするための期限は、
最先の出願日からいつまででしょうか？

３月以内。

６月以内。

12月以内。

32



33

第６欄－優先権の主張

Japan

01/06/2020

2020-012345

優先権は最先の出願日から６月以内まで主張可。

優先権証明書の提出は不要。

第10欄の指定商品役務の一部のみを優先権の対象とする場合は、対象となる
商品役務を記載。

最初の出願の国

出願番号

出願日
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第７欄－標章

国際登録を受けようとする標章を記載。

基礎出願・基礎登録の商標と同一でなけれ
ばならない（色彩、タテヨコ比も同一）

(a)欄を使用。
（日本国特許庁にマドリッド出願する場合は(b)欄は使用しません。）

標章は８cm平方サイズに収まるよう記載。

登録・公報・通報のために十分鮮明である
こと。

基礎に係る商標が２以上の図によって記載
されているときは、各図を同一縮小で記載。



ROMARIN
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第７欄(c) － 標準文字の主張

文字商標の場合は、標準文字による標章とすることを宣言することが可
能。（ラテン文字・アラビア数字のみ。ひらがな・カタカナ・漢字を含む場合は不可。）

基礎における標準文字の主張の有無に関わらず主張が可能（任意）。

(c)にチェック
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第７欄(d) － 色彩のみからなる商標

基礎の商標が「色彩のみからなる商標」である場合にのみ(d)欄にチェック。

(d)にチェック



質問 ３

下記の商標は、(d)欄「色彩のみからなる商標」に該当する
でしょうか？
(d)：”The mark consists exclusively of a color or a combination of colors as such, 

without any figurative element”

該当する。

該当しない。

37



答え

下記の商標は、(d)欄「色彩のみからなる商標」に該当する
でしょうか？
(d)：”The mark consists exclusively of a color or a combination of colors as such, 

without any figurative element”

該当する。

該当しない。

⇒(d)欄は、標章が図形的要素を含まず、色彩のみまたは色彩
のみの組み合わせにより構成されている場合に該当します。

38



39

第８欄－ 色彩に係る主張

標章の特徴として色彩を主張する場合に記載（任意）。

基礎での色彩の主張に関わらず主張が可能。

色彩を記載。

Blue and red.

色彩が使用されている標章の部分を記載（任意）。
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第９欄(a) － 標章の音訳

SANZOKU-YAKI

標章にラテン文字・アラビア数字以外の文字（漢字・カタカナ・ひらがな等）
を含む場合、それらの文字のローマ字による音訳の記載が必須。
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第９欄(b)(c) － 標章の翻訳／翻訳できない場合

(c)欄：標章に含まれる文字が意味を持たない造語である旨を表明する場合
にチェック（任意）。

特定の指定国からの暫定拒絶通報を回避するため、(b)欄または(c)欄への記
載が望ましい。

The first two Japanese characters may be translated as "bandits" and the third Japanese

characters may be translated as "grill". 

(b)欄：標章の翻訳の記載が可能（記載は任意）。
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第９欄(d) － 標章のタイプ

基礎商標のタイプに応じてチェック（必須）。

基礎が立体商標

基礎が音商標
基礎が団体商標または地域団体商標
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第９欄(e)－標章の記述

(i)基礎に標章の記述が含まれる場合、その記述と同一の内容を記載（必須）。

⇒動き・ホログラム・色彩のみからなる商標・音・位置商標における商標の詳細な説明が該当

(ii) 標章について任意の記述を記載することが可能。
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第９欄(f)－標章の言語要素（該当する場合）

記載は任意。

文字が図案化されている場合など、標章の言語要素について、出願人が認識
する言語要素を記載することが可能。

本欄に記載した情報は、国際登録の書誌データおよび検索キーとして用いら
れるものであり、法的効果に影響を与えるものではない。
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第９欄(g)－保護の放棄

記載は任意。

標章の一部の要素について権利を主張しない場合に、その要素を記載。

基礎出願・登録において権利の不要求の記載があるか否かにかかわらず
記載可能。



46

第10欄(a)－商品・役務

国際登録を求める商品及び役務を第10欄(a)に記載。

基礎出願・登録の指定商品・役務と同一またはその範囲内でなければならな
い。

商品役務表示は、ニース国際分類に従って類ごとに記載。

3 Soap; deodorant soap; cosmetics; perfumes; cleaning 

preparations; dry-cleaning preparations.

Class Goods and services

25 Clothing; shoes.



47

第10欄(a)－商品・役務

10欄に記載された商品・役務表示が、ニース国際分類に従い正しい類に記
載されていない場合や、分類上曖昧である場合は、国際事務局から欠陥通
報が発せられる。

Madrid Goods & Services Manager (MGS) において、受け入れ可能な
商品・役務表示が確認可能。

⇒使用方法は、次回ウェビナー
「マドリッド制度のオンライン
ツールの効果的な使い方」参照。

https://webaccess.wipo.int/mgs/
https://www.wipo.int/about-wipo/ja/offices/japan/news/2020/news_0034.html
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第10欄(b)－Limitation（商品役務の限定）

特定の締約国において、保護を求める商品・役務を限定する場合に使用。

(a)に記載した商品・役務の範囲内でなければならない。

EM List limited to class 3. 

Contracting Party Class(es) or list of goods and services for which protection is 
sought in this Contracting Party

US
Class 3 remains unchanged.

Class 25   T-shirts; pants.
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第11欄－指定締約国

保護を求める指定締約国にチェック（日本は指定不可）※日本国特許庁にマドリッド出願をする場合。
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第11欄－指定締約国

欧州（EM）を指定した場合

⇒仏語、独語、イタリア語、スペイン語から一つ第二言語を選択（必須）。

米国(US)を指定した場合

⇒標章を使用する意思の宣言書（MM18）の提出が必須。

指定することにより、当該国において商標の使用する意思を宣言したものと
みなされる国があり（様式注釈2参照）。
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MM18 - 標章を使用する意思の宣言書

Taro TOKKYO

President

01/06/2020Taro TOKKYO①
②

③

④

４か所の記載が必須。

①：署名（サイン）

②：署名者の氏名

③：署名者の肩書き

④：署名日
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第12欄－出願人または代理人の署名

出願人または代理人が、押印または署名。

出願人または代理人が法人で、押印をする場合、代表者印を使用。

出願人が複数いる場合で、かつ出願人が押印または署名する場合には、
それぞれの押印または署名が必要。

Taro KOKUSAI
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第13欄－本国官庁による国際出願の証明及び署名

官庁の使用欄のため空欄のまま提出。
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Fee Calculation Sheet－手数料計算シート

(a)欄

(b)欄

(c)欄

国際事務局に支払う手数料について、
出願についての納付を特定するため、
支払方法と支払額を記載する欄。
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Fee Calculation Sheet－ (a)欄

(a)欄：国際事務局に予納口座を開設しており、その口座から手数料の必要額
を引き落とす場合に使用（その場合は(b)(c)欄の記載は不要）。

口座番号
口座の名義人

口座引き落とし指示者
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Fee Calculation Sheet－ (b)欄

(b)欄：国際事務局に支払
う手数料の合計金額とその
内訳（CHF）を記載する欄。

金額は、WIPOの
Fee Calculatorで計算可。

https://www.wipo.int/madrid/feescalculator/
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Fee Calculator
(https://www.wipo.int/madrid/feescalculator/)

“New application”を選択

日本国特許庁提出日を選択

“Japan”を選択

区分数を選択

⇒使用方法は、次回ウェビナー
「マドリッド制度のオンライン
ツールの効果的な使い方」参照。

https://www.wipo.int/madrid/feescalculator/
https://www.wipo.int/about-wipo/ja/offices/japan/news/2020/news_0034.html
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Fee Calculation Sheet－ (c)欄

(c)欄：支払方法を記載する欄。

支払者の氏名（名称）を記載し、支払方法に従い該当ボックスにチェック。

日本からの支払い
の場合は使用不可。

送金日（日／月／年）

支払者名。

WIPOからのレシートに記載された受領番
号



出願後の経過情報の確認

Madrid Monitor (realtime search) 

2020-xxxxxx
基礎番号を入力

経過情報が確認可能
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https://www3.wipo.int/madrid/monitor/en/


Q&Aセッション

2020年 6月22日

目黒潤

コンサルタント、
WIPO 日本事務所

萩谷 麻衣子

フェロー、マドリッド
オぺレーション部門
WIPO
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マドリッド制度の最新情報

マドリッド制度ウェブサイト

www.wipo.int/madrid/en

www.wipo.int/madrid/ja

マドリッド関連ウェビナー

インフォメーションノーティス
及び マドリッドハイライト

http://www.wipo.int/madrid/en
http://www.wipo.int/madrid/ja
https://www.wipo.int/madrid/ja/webinar/
https://www.wipo.int/newsletters/en/
https://www.wipo.int/newsletters/en/

